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赤沢地区の現状

合計 1995年 2000年 2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年

人口 1,637 1,534 1,429 1,316 1,179 1,051 920 800

0〜14歳 259 209 182 130 106 83 74 64

15〜64歳 1,000 926 831 785 659 536 444 379

65〜74歳 235 251 222 185 185 220 196 154

75歳〜
人口比
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8.7％
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9.6％

194
13.6％

216
16.4％
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19.4％
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85歳〜
男+女
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10+23
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7+21

28
12+16
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16+31
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27+39

71
31+40

63
24+39

47
18+29

高齢者率 23.1％ 26.0％ 29.1％ 30.5％ 35.1％ 41.1％ 43.7％ 44.7％

一般世帯数 381 377 375 365 355 348 320 290

高齢者のみの世
帯数と率
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単独世帯数 18 26 33 46 52 69 69 68

独居高齢者数 16 14 22 27 32 42 42 40

国勢調査データ 独自推計値

国勢調査データをもとに（株）カントリー・ラボが独自に推計した数値
（参考）2020年の高齢者率 全国平均28.0％ 岩手県平均33.7％ 紫波町31.4％

紫波町平均の10年先を行く高齢者率だが、世帯人口の維持と前期高齢者の活躍で地域の暮らしを維持している状況
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★ここ5年の間、⾚沢地区で起きていたこと

⚫総人口︓2015→2020 -128人

⚫絶対数（国勢調査）

• 0〜14歳人口の増減

2015年︓106人／2020年︓83人 ▲23人 ▲21.7％

• 15〜64歳人口の増減

2015年︓659人／2020年︓536人 ▲123人 ▲18.6％

• 65〜74歳人口の増減

2015年︓185人／2020年︓220人 ＋35人 ＋18.9％

• 75歳以上人口の増減

2015年︓229人／2020年︓212人 ▲17人 ▲ 7.4％



予測される未来 人口構成の⼤転換

⚫ まもなく後期高齢者数が前期高齢者数を超え
る

➢ 今まで交通安全、防犯、お祭り、教育など地域を支
えてきた人がいなくなる

⚫ 独居高齢者世帯の増加（約42世帯がそのま
ま空き家予備軍）

➢ 高齢者のみの世帯（夫婦含め）も４軒に１軒。

⚫ 家族が⼩さくなった

➢ 世帯数の本格的な減少（5年間で約7世帯減
少）。そのうち、おひとりさま世帯は17世帯増加。

➢ 「世帯の誰かが地域の活動に参加できる」という形態
はすでに崩壊している。



課題
◆人口構成の⼤転換によって、地域活動を支えてきた人がいなくなる。

◆少子高齢化、人口減少によって、家族の単位が⼩さくなる。

⇩
地域をこれまでのように維持できない／安心して地域で暮らすことができない。

⇩
課題に対して、新しい団体を作ってしまう。ますます人の奪い合い。

⇩

既存の対策を活かしきれていない



地域をつなげる、これまでの取り組み

赤沢まるごと博物館

• ⾚沢地区の魅力を伸ばそうと、⾚沢まるごと博
物館プロジェクト（地区創造会議）を行い、地
区内外に発信し、地域の良さを見つめなおす機
運を高めた。

KOMABAテラスプロジェクト

• 2020年、KOMABAテラスプロジェクトが中心と
なり、⾚沢の地域課題を明らかにするために中
学生以上全住民アンケートと、農地調査（果
樹）を実施した。



地域をつなげる、これまでの取り組み

社会福祉協議会を再編

• 受け手がなくなった事業を中心に、社会福祉協
議会を再編し活動を継承、さらにはさまざまな
受け皿として機能させようとした。

• 自助・互助・共助・公助をスムーズに行っていく
体制を構築すべく、地区社会福祉協議会を中
心に、勉強会や若手を集めて検討会を重ねて
きた。

支援員の配置

• 2024年5月に集落支援員が⾚沢公民館内に
配置されました。館長、指導員、集落支援員が
情報共有をしながら、地域づくりに取り組むこと
で、活動の幅が広がり、



社会参加活動
地域中学生主催 サマーフェスティバル



理想の姿 --- 地域福祉でまちづくり ---

基本理念（目的）

『みんなで支え合い、誰もが安心して暮らすことができる⾚沢』

基本目標（手段）

１.誰もが一人の人として尊重され、健やかに暮らせる地域（人づくり・場づくり）

 ●地域の一員として支援する側になったり、支援される側になったりするお互いさまの関係づくり

２.誰もが主人公で、それぞれのできることが活かされる地域（活動づくり）

●地域の困りごとを自分のことのように考え、それぞれのできることで解決する

３.みんなの支え合いで、安心して暮らせる地域（安心・安全作り）

●災害や危険なところについて話し合い、確認し、できることから防災活動を行い、災害時は協力する



地域をつなげるために〜実践①

紫波町が公共施設を民間に貸与→旧赤沢児童館の利活⽤

• 旧赤沢児童館を利活⽤し、幅広い世代の地域
住⺠をつなぐ活動の場所を作る。

• これまでの公共的な施設（公民館等）や産直
など以外に、新しい担い手も参加できる生産活
動や経済活動を可能にするきっかけを作りながら、
地域資源の多様な販路や活⽤を見出していく。

• 農地のデータベース管理や斡旋。さらに実験的に、
将来の公共的事業の受託も想定した社会実験
を行う（放課後子ども教室、学童、ディサービス、
憩いの家など）



R6年の旧児童館使⽤イベント
夏休み 開放日 児童館 お片付けカフェ＆アンケート

サマーフェスタで実施
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地域をつなげるために〜実践②
地域運営組織が全国で推奨される→農村RMO事業の活⽤へ応募

★地域の担い手育成事業
• 若い世代を中心に狩猟免許や防災士、草刈り講習

など、資格取得を応援する。これらを通して地域の困り
ごとを解決できる若手を育成していくと同時に、地域へ
の愛着を育んでいくきっかけを具現化する。
→初年度目標︓防災士4名、狩猟免許(わな)4名、
草刈り10名程度(女性枠、非農業者枠も必ず作る)

• 地域資源の再認識や整備活動︓人の手が入りにくく
なった地域資源を中心に調査や整備を行うことで、地
域の風土を育む機運を醸成し、地域の誇りの構築や
伝承、また観光や定住促進につなげていく
→トレッキングコースなど、新しいビジネスチャンスも構築
していく。



赤沢地域づくり通信の発行



公⺠館や既存の活動と一体になった活動を作る

公民館の存在を活かす



★高齢化や人口減少が進んでも、安心して暮らせる地域を創る

• 地域への愛着を失わず、できるだけ守っていく（ための人材を育てる）

• 課題に向き合い、未来を拓いていく体制を整える

• 今は地域を離れても、また戻って来られるきっかけをつくる

• 無理をしないで、新しい価値や活動も生み出してく

• 農業者以外も、若い人にも、暮らしやすい地域を創る

人口が少なくなっても

地域を維持できる手立てを探る





ご清聴ありがとうございました
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